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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。. 公益財団法人日本陸上競技連盟
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◆富山陸上競技協会の今後の主な競技日程をご案内致します。
８月 23日（金） 富山県中学校記録会（五福）
９月 13日（金） 砺波地区中学校新人陸上競技大会（小矢部）
９月 14日（土） 高岡地区中学校新人陸上競技大会（城光寺）
９月 20日（金） 富山地区中学校新人陸上競技大会（五福）
９月 21日（土） 新川地区中学校新人陸上競技大会（桃山）
９月 21日（土） ～22（日）第50回富山県高校新人陸上競技大会

 （県総合）
９月 28日（土） 男30 女22富山県中学校駅伝競走大会

（県総合・クロカンコース）
９月29日（日）  第13回富山県小学生たすきリレー大会

（県総合・クロカンコース）
10月 ５日（土） 北陸実業団記録会（桃山）
10月 12日（土） 富山県ジュニアオリンピック陸上競技大会（五福）
10月 26日（土） 第2回富山県高校記録会（五福）
11月 ２日（土） 第3回富山県中長距離記録会（五福）
11月 ３日（日） 男64女26富山県高校駅伝大会（黒部名水）
11月 ３日（日） 男37 女30富山県クラブ対抗駅伝大会（黒部名水）
11月 10日（日） 第31回 富山県駅伝大会（富山・高岡）
11月 17日（日） 男49 女26北信越高校駅伝大会（黒部名水）
11月 23日（土） 第4回富山県中長距離記録会（県総合）

一般財団法人富山陸上競技協会

　６月の評議員会で木原靖之氏（敦賀高教）が新専務理事に承認され、
新体制がスタートした。片岡前専務理事を受け継ぎ、平成30年の福
井国体に向けて取り組みが始まった。新専務理事は、「福井国体に向
けて強化を図りながら、それ以後の次世代につなげていく取り組みを
行いたい」と熱く語った。皆様どうぞ宜しくお願いします。
　まずは結果から。先の日本選手権。10000mで窪田忍選手（駒澤大学）
が28分31秒50を出して７位に初入賞。女子では、100mHの熊谷史子
選手（北海道ハイテクAC）が13秒58のタイムで７位入賞。次に、大
分インターハイに駒を進めた有望選手を見てみたい。男子では、先日
の大体大記録会で47秒台を出した400mの北川貴理選手（敦賀）、
110mHの久保祐樹選手（北陸）、ハンマー投で北信越で大会新を出し
た林真暉人選手（敦賀）辺りか。女子では、800mの真柄碧選手（美方）、
400mH松ケ谷茜里選手（敦賀）、走幅跳の岩崎幸菜選手（敦賀）、七
種競技の足立晴香選手（敦賀）らが元気か。次に中学生。全中大会
で活躍しそうな選手を見てみたい。男子では100m、200mで県中記録
を更新した堀田歩夢選手（春江中）、走幅跳の中澤峻也選手（明倫中）、
砲丸投で県中記録を出した岩佐隆時選手（足羽一中）辺りか。女子３
年生では、100mHの上田紗弥花選手（粟野中）、走幅跳の藤田和音選
手（武生一中）、２年生では100mの中嶋唯選手（足羽中）、走高跳の
蓑輪好未選手（中央中）辺りが期待できそうか。
他にも力を秘めた選手がたくさんいます。元気な活躍を期待します。

一般財団法人福井陸上競技協会
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　平成25年度・26年度の新役員が決定しました。
　会　　長に　永江庸悦
副 会 長に　高澤基、宮地治
理 事 長に　藤垣晴夫
　副理事長に　大岩為一、山本徹、松本彰の方々が再任され、正吉喜久
夫が新しく就任しました。これからもよろしくお願い申し上げます。
　６月に北信越地区高校総体が開催され、全国高校総体の選手が決
定しました。残念ながら出場人数は昨年より半減し、厳しい状況で終
わりましたが、その中でも、女子100m、200m、400mで金沢二水高
校の神保祐希選手が好記録で2年連続の3冠を達成するすばらしい成
績を達成しました。中学生も県中学生大会、通信大会が無事終了し、
全国大会の選手が決定しました。中学生も高校生も全国大会での活躍
を祈っております。
　また、モスクワで開催される世界選手権に男子20km競歩に出場し
ます本県出身の鈴木雄介選手の活躍も陸上関係者を含め県民全体で
期待しておりますので頑張って下さい。
　世界ユース選手権に参加した小松商業高校の中村水月選手が地区
予選で痛めた脚が完治しなかった状態で100mでは十分な力を発揮で
きませんでしたが、リレーで銅メダルの好成績をあげました。おめで
とうございます。

（文責：理事長　藤垣晴夫）

一般財団法人石川陸上競技協会

　平成24年２月16日に法人が設立され、一般財団法人として初めて
の１年間が経過しました。
　６月に定時評議員会及び理事会を開催し、25・26年度の新役員体制、
専門委員長などが審議され承認されました。
　今年で長野市での開催が２回目となる第97回日本陸上競技選手権
大会混成競技、第29回日本ジュニア陸上競技選手権大会混成競技を、
６月１日～２日に長野市営競技場で開催しました。
　第14回世界陸上競技選手権大会代表選手選考競技会を兼ねており、
14名の委員からなる実行委員会を組織して、この大会に向けて10回
近く実行委員会を行い、96回大会の反省点を踏まえ、準備を進めてま
いりました。
　特に、好記録が出やすい環境にするため、バックストレートに100m
の逆走路を設けました。
　３月23日には日本陸連より本田陽混成部長と中京大学の選手をお迎
えして、小中学生向けに普及イベントとして講習会及び競技会を開催
し、多くの選手が参加し盛大に行うことができました。
　８月10日開幕のモスクワ世界陸上の長距離日本代表選手として、本
県佐久長聖高校出身の佐藤悠基選手（日清食品グループ）、大迫傑選
手（早稲田大学）及び競歩日本代表選手として中野実業高校出身の
荒井広宙選手（自衛隊体育学校）の３人が選ばれました。
　関係者一同大変喜んでおります。大会での活躍を大いに期待してお
ります。

一般財団法人長野陸上競技協会
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本年度、日本選手権、本県選手の活躍状況については、短距離、
男子200mで飯塚翔太選手（中央大学・藤枝明誠高校出身）が20秒
31で初優勝、同種目、髙瀬慧選手（富士通・静岡西高校出身）も世
界選手権の参加標準記録Aをクリアし出場権を獲得。男子やり投は、
すでに世界選手権派遣設定突破済みの村上幸史選手（スズキ浜松
AC）が81m04で、通算13回目の優勝で貫録を見せつけた。十種競技
では、右代啓祐選手（スズキ浜松AC）が世界選手権参加標準記録B
を突破し、世界選手権の切符を手中にした。女子やり投は、日本記録
保持者の海老原有希選手（スズキ浜松AC）が61m41で２年連続頂点
に立ち、世界選手権代表に選ばれた。また浜松市立高校の杉浦はる香
選手が、日本選手権女子400mで53秒37の好記録を予選で出し、21
年ぶりに日本高校記録を更新、同決勝では52秒52のジュニア日本新
記録をマークし、実に23年ぶりの高校生チャンピオンとなった。
前記以外の海外大会派遣は、次の選手が出場。第20回アジア選手

権（インド・プネー）は、武田毅選手（男子3000mSC）、中村明彦選
手（十種競技）。第6回東アジア競技大会（中国・天津）は飯塚選手（男
子200m）、三郷実沙希選手（女子3000mSC）、海老原有希選手（女子
やり投）。第８回世界ユース選手権（ウクライナ・ドネツク）は油井快
晴選手（男子400m）、松本奈菜子選手（女子400m）、藤森菜那選手（女
子100mH）、溝田桃子選手（女子5000m競歩）以上の顔ぶれ。

（文責：広報・報道委員長　橋本美智夫）

一般財団法人静岡陸上競技協会

昨年の「ぎふ清流国体」では、皆様に大変お世話になりありがとう
ございました。運営、競技結果ともに岐阜県陸上競技史に残る大会と
なりました。本年度は、役員改選と一般財団法人化の年度にあたり、
田口会長のもと、心機一転、新しいスタッフで４月の開幕となりました。
５月には第３回高橋尚子杯ぎふ清流ハーマラソン大会を開催。ハーフ
マラソン世界記録保持者のタデセ選手、今夏の世界選手権モスクワ大
会に出場する川内優輝選手（埼玉県庁）の果敢な走りに沿道の声援に
もひときわ熱のこもった大会となりました。参加者、完走率も昨年を
上回り規模・内容ともに充実した大会になりました。
６月に行われた日本選手権、日本選手権（混成大会）では、本県出
身または関係選手８名が優勝を含め入賞しました。また、第20回アジ
ア選手権代表に４名、第８回世界ユース選手権代表に１名が選考され
ました。先輩選手の活躍は、全国高校総体、全日本中学選手権を目指
す本県ジュニアの選手にとって希望であり目標でもあります。各代表
大会での活躍を期待しています。同時に、今夏の全国高校総体、全日
本中学選手権での本県選手の活躍に期待します。
　本年度より審判員確保の一策として、幼児託児所を開設しました。
全競技会に開設できるとよいのですが、本年度は岐阜県選手権大会他、
四つの競技会で開設しました。子育て真っ只中のお父さんお母さん審
判員には好評を博しています。今後も審判員の確保や競技運営の効率
化に向けて積極的な取り組みを展開したいと考えています。

（文責：専務理事　黄倉寿雄）
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一般財団法人岐阜陸上競技協会協会

　３月には稲垣隆司新会長を迎え、６月の評議員会では稲垣裕新専務
理事を選任し新体制が正式にスタートした。
　第27回ユニバーシアード競技大会では山本聖途選手（中京大学）
が棒高跳２位、鈴木亜由子選手（名古屋大学）が10000mで金メダル、
5000m３位、荘司麻衣選手（中京大学）が10000m、5000mで４位に
入賞と大活躍した。特に、山本選手は８月の第14回世界選手権の代
表でも有り、ユニバーシアードの経験を活かし最低でも入賞と期待さ
れています。また、第８回世界ユース選手権には男子400mH・大久
保直哉選手（安城学園高校）、女子やり投・森凪紗選手（名城大学附
属高校）の２名が代表として出場し活躍してくれました。
　８月には「東海で 君が叶える 夏の夢」を大会スローガンに第40回
全国中学校選手権大会開催を控え全国から約1800名の競技者の出場
が見込まれ主管陸協として名古屋に集う競技者の夢に向かって記録へ
の挑戦をします。中学生生活の想い出づくりの場となるよう愛知県中
体連、陸協役員、競技役員一同万全の体制でお待ちしています。
　全日中の準備と並行して、10月に予定している第29回日本ジュニア・
第７回日本ユース選手権大会は既に数回の会議を持ち準備も終盤に
入っています。日本ジュニア・ユース選手権が終了しますと瑞穂公園
陸上競技場の継続検定に係る改修工事に入ります。

（文責：記録委員長　岡田武彦）

一般財団法人愛知陸上競技協会

日本選手権で、女子5000mの尾西美咲選手（積水化学）が優勝（B
標準突破）、男子200mで小林雄一選手（NTN）が２位（A標準突破）
となり、女子マラソンの野口みずき選手（シスメックス）とあわせて
３名がモスクワ世界選手権代表に選出された。他にも男子3000mSC
で山下洸選手（NTN）が優勝、今年度２m26をクリアしている衛藤
昂選手（筑波大学）が３位に入賞するなど、本県の選手が活躍した。
その結果、アジア選手権に４名、東アジア競技大会に２名が代表に選
出された。
東海高校総体は本県で開催され、男子走幅跳世界ユース選手権４

位の松岡修平選手（高田）をはじめ円盤投で東海高校新の村上輝選
手（南伊勢）など７種目６名が優勝した。
世界選手権、大分インターハイで三重県選手の活躍が楽しみである。

（文責：広報部長　南部朗）
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◇◆日本陸上競技連盟マラソンメディスンセミナー2013を開催します！◆◇
　日本陸上競技連盟医事委員会では、安全なマラソン大会の運営に寄与することを目的に、さまざまな事態を想定したうえで、主催者側がど
のような医療体制を構築すべきか、を中心としたマラソンメディスンセミナー2013を開催します。
　　日　時：2013年9月15日（日）　
　　　　　　13:00〜17:00（予定）
　　会　場：東京都北区　味の素ナショナルトレーニングセンター
　　対象者：日本陸上競技連盟公認コースで開催されるマラソン大会の医事責任者と事務局
　　　　　　および、それ以外のマラソン大会、ロードレース大会の医事責任者と事務局

※詳細につきましては、本連盟ホームページhttp://www.jaaf.or.jp/medical/index.htmlにて。

　普及育成委員会、強化委員会を中心に制作してまいりました陸上競技指導教本（初級編、上級編）が4月に大修館書店から出版され、
既刊のキッズ指導者向けの教本と合わせて、3冊シリーズが揃いました。
「陸上競技指導教本アンダー12　楽しいキッズの陸上競技（1890円）」
「陸上競技指導教本アンダー16・19［初級編］　基礎から身につく陸上競技（1995円）」
「陸上競技指導教本アンダー16・19［上級編］　レベルアップの陸上競技（1995円）」
で好評発売中です。
　今後、日本陸上競技連盟が主催する指導者講習でもテキストとして使用していきます。是非ご購入いただいて、日頃の指導の参考に
してください。
［お詫びと訂正］
８月号212ページに記載されている荻田大樹選手の出身高校
「市立観昔寺第一高校」とあるのは「観昔寺第一高校」の誤りです。お詫びし、訂正致します。

◇◆陸上競技指導教本を好評発売中です！◆◇
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